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腸炎ビブ リオに よる食 中毒は細菌性食 中毒 の約50% を

占 め，近海魚介類を介し て人に感染す るこ とが判明し，

近来食中毒 の原因菌 とし て非 常に重要視 されてい る。私

はこ の菌 の食品中におけ る生存状況を検討し，併せ てそ

のProtein 要求量 を調 べてみた。

使用菌株は宮崎衛研 より分与 を受け た Ｏ抗原に よる分

類 の0 －1,   0－2,   0－8, 型を使用し，供試食品 とし て，

魚，野菜，牛肉，水産加工品等を使い，供試培地 として

は，普通寒天培地に4%  NaCl を添加し て使 用し た。

こ の菌 の菌量が稀薄な場合，同一濃度の赤痢菌，大腸

菌に比較し て非常に生存 日数 が短いこ とが判明し た。

こ の菌は魚介類を介し て感染 するとい われ ている が，

魚肉類においてもまた獣肉類あ るいは野菜類 におい ても

生存Titer は殆んど変 わら なか った。

こ の菌は 高濃度 の場合Protein にNaCl が添加 されな

くて もよ く生存し， またProtein の量はi ％以上 の方が

よく低濃度の場合はProtein にNaCl が添加されていて

も，そ の生存期間は短い ようであ る。

本実験において特に考えられるのは，本菌によ り食中

毒を起こす場合は本菌による汚染濃度がかな り大である

時にしか起こ り難いとい うこ とである。


